
国
家
を
超
え
る
サ
バ
イ
バ
ル

壮
絶
な

人
間

ド

ラ

マ
描
く

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
た

『
ウ
ル
ト
ラ

一
ダ

ラ
ー
』
か
ら
４
年
。
外

交
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

作
家
の
手
嶋
龍

一
さ
ん

（
６０
）
―‐
写
真
＝
が
、
小

説
第
２
作

『
ス
ギ

ハ
ラ

。
ダ
ラ
ー
』

（新
潮
社

・
１
６
８
０
円
）
を
刊

行
し
た
。
手
嶋
さ
ん
流

の
イ
ン
テ
リ
ジ

エ
ン
ス

が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら

れ
た
小
説
世
界
。
金
融

市
場
に
潜
む
謀
略
を
足

が
か
り
に
、
物
語
は
７０

年
の
時
を
超
え
、
現
代

に
連
な
る
壮
絶
な
人
間

ド
ラ
マ
を
描
き
出
す
。

【棚
部
秀
行
】

『
ス
ギ
ハ
ラ

・
グ
ラ
ー
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局

長
時
代
、
シ
カ
ゴ
の
マ
ー
カ

ン
タ
イ
ル
取
引
所
の
大
立
者

レ
オ

・
メ
ラ
メ

ッ
ド
氏
と
話

す
機
会
が
あ

っ
た
。

マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
は
プ
ラ

ッ
ク

・
マ
ン
デ
ー

（
８７
年
）

の
混
乱
の
さ
な
か
で
も
、
市

場

を

閉
じ

な

か

っ
た

取
引

所
。
メ
ラ
メ

ッ
ド
氏
は

「お

れ
は

『
ス
ギ

ハ
ラ

・
サ
バ
イ

バ
ル
』
だ
。
ナ
チ
ズ
ム
と
ス

タ
ー
リ

ニ
ズ
ム
を
知

っ
て
い

る
自
分
た
ち
に
と

っ
て
、
ア

メ
リ
カ
は
約
束
の
地
、
市
場

は
自
由
の
象
徴
だ
」
と
語

っ

た
と
い
う
。

十
数
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
特

派

員

生

活

で
、

「最

も
鮮

烈
な
印
象

を
受
け
た
言
葉

で
人
物
」
と
振
り
返

っ
た
。

本
作
誕
生
の
大
き
な
契
機
と

な

っ
た

エ
ピ

ソ
ー
ド

で
あ

る
。

交
富
「
・ ス
″
縣
千ちラ
峠

（
と
蹴
”
略

０
～
８６
）
の
こ
と
。
第
二
次

大
戦
時
、
在
リ
ト
ア

ニ
ア
日

本
領
事
館
で
、
ナ
チ
ス
の
迫

害
か
ら
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ

人
難
民
に
通
過
ビ
ザ
を
発
給

し
た
。

「命
の
ビ
ザ
」
は
約

６
０
０
０
人
を
救

っ
た
と
い

わ
れ
る
。

「命
の
ビ
ザ
で
生
き
延
び

た
、
ス
ギ

ハ
ラ

・
サ
バ
イ
バ

ル
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、

世
界
に
新
し
い
金
融
商
品
を

生
み
出
し
、
最
も
精
鋭
な
資

本
主
義
の
切

っ
先
を
開
い
て

い
き
ま
し
た
。
最
初
の

一
粒

を
ま
い
た
人
、
杉
原
千
畝
の

物
語
を
紡
ぐ
こ
と
で
、
戦
後

日
本
が
世
界
秩
序
の
創
造
に

参
画
し
、
あ
る
意
味
で
は
メ

ー
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
か
か
わ

っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
で
伝

え
た
か

っ
た
の
で
す
」

英
国
秘
密
情
報
部
の
ス
テ

ィ
ー
プ
ン

・
プ
ラ

ッ
ド
レ
ー

と
、
盟
友
の
米
国
商
品
先
物

取
引
捜
査
富
マ
イ
ケ
ル

・
コ

リ
ン
ズ
。

『
ウ
ル
ト
ラ

。
ダ

ラ
ー
』
で
北
朝
鮮
の
偽
ド
ル

札
を
追

っ
た
お
な
じ
み
の
コ

ン
ビ
が
、
国
際
金
融
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
闇
に
迫
る
。
ブ
ラ

ッ

ク

・
マ
ン
デ
ー
や
９

・
Ｈ
テ

ロ
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ツ
ク
…

…
。
大
事
件
で
市
場
が
パ

ニ

ッ
ク
に
陥
る
時
、
そ
の
前
後

に
は
決
ま

っ
て
不
自
然
な
取

引
の
形
跡
が
あ

っ
た
。

や
が
て
２
人
は
、
ユ
ダ
ヤ

人

の
苦
難

の
歴

史
を

た
ど

り
、
ス
ギ

ハ
ラ

・
サ
バ
イ
バ

訊

嘔

虞

蜀

鵜

た
固

い

絆

を

知

る
“

「試

練
を
経
た
友
情
や
人
間
関
係

の
み
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
ち
ま
す
」

特
派
員
時
代
に
体
得
し
た

感
覚
で
あ
る
。
本
作
に
は
、

手
嶋
さ
ん
が
イ
ン
テ
リ
ジ

エ

ン
ス
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
得

た
情
報
が
組
み
込
ま
れ
る
。

点
と
点
が
結
び
つ
き
、
確
か

な
像
が
浮
か
び
上
が
る
。
フ

ィ
ク
シ

ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
の
交
錯
、
虚
実
が
反

転
す
る
よ
う
な
刺
激
的
な
世

界
が
あ
る
。

前
作
は
卓
越
し
た
そ
の
先

見
性
に

「
ニ
ュ
ー
ス
が
小
説

を
追
い
か
け
て
い
る
」
と
注

目
が
集
ま

っ
た
。
今
回
も
中

国
人
民
元
の
完
全
変
動
相
場

制
な
ど
、
近
未
来
の
出
来
事

が
話
題
に
上
る
。
こ
の
小
説

か
ら
は
ど
ん
な

「事
実
」
が

飛
び
出
す
の
か
。
手
嶋
作
品

の
も
う

一
つ
の
楽
し
み
方
で

あ
る
。

手嶋龍二さんが
『スギハラ・ダラT』 刊行
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